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今年度活動方針

　

自
殺
実
態
白
書
内
容
記
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
～
５
面

　

自
死
遺
族
支
援
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
関
連
記
事　
　

８
～
10
面

岸田大臣（当時）に白書を手渡す澤田准教授と清水ライフリンク代表

編集責任者　勝木勇夫

　

ラ
イ
フ
リ
ン
ク
や
専
門
家

ら
の
チ
ー
ム
が
08
年
7
月
、

自
死
遺
族
か
ら
の
聞
き
取
り

や
警
察
庁
の
統
計
デ
ー
タ
を

分
析
し
、
初
め
て
ま
と
め
た

「
自
殺
実
態
白
書
」
（
以
下
白

書
）
は
、
議
員
有
志
の
会
の

メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
岸
田
文
雄
内
閣
特

命
担
当
大
臣
（
当
時
）
に
提
出
。
こ
れ

を
受
け
て
岸
田
大
臣
は
「
大
変
貴
重
な

報
告
書
を
ま
と
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

政
府
の
自
殺
対
策
に
、
ぜ
ひ
活
か
し
て

い
き
た
い
」
と
答
え
た
。　

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
2
面
へ
続
く
）

　

私
た
ち
の
社
会
は
い
ま
、
「
自
殺
戦

争
」
の
渦
中
に
あ
る
。
今
年
3
月
の
自

殺
者
は
３
０
８
０
人
を
数
え
、
対
2
月

比
で
23
％
増
。
特
に
愛
知
県
で
は
59
％

も
激
増
し
、
こ
の
ま
ま
だ
と
今
年
の
自

殺
者
数
は
過
去
最
多
と
な
り
か
ね
な
い

状
況
で
あ
る
。
自
殺
対
策
基
本
法
の
成

立
か
ら
3
年
、
未
だ
劣
勢
で
あ
り
続
け

る
こ
の
戦
況
を
変
え
る
に
は
、
自
殺
実

態
に
即
し
た
「
戦
略
的
な
総
合
対
策
」

を
立
案
・
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

３
０
８
０
人
と
い
え
ば
、
同
月
の
交

通
事
故
死
者
数
（
３
８
３
人
）
の
実
に

8
倍
だ
。
今
回
の
「
百
年
に
一
度
の
経

済
危
機
」
の
影
響
で
、
98
年
3
月
（
97

年
度
の
決
算
期
）
の
よ
う
な
自
殺
の
急

増
が
起
き
か
ね
な
い
と
懸
念
し
て
い
た

こ
と
が
、
現
実
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ

け
だ
。
『
自
殺
総
合
対
策
大
綱
』
に
謳

わ
れ
て
い
る
通
り
、
自
殺
の
多
く
が
「
追

い
込
ま
れ
た
末
の
死
」で
あ
る
な
ら
ば
、

日
本
で
は
い
ま
一
日
１
０
０
人
も
が
、

不
本
意
な
死
を
強
制
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
ま
さ
に
「
自
殺
戦
争
」
と
呼

ぶ
べ
き
非
常
事
態
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
戦
争
を
闘
い
抜
く
た
め

に
必
要
な
「
戦
略
」
が
、
い
ま
の
日
本

の
自
殺
対
策
に
は
な
い
。
政
府
予
算
の

組
ま
れ
方
が
縦
割
り
で
「
総
合
対
策
」

と
言
っ
て
も
実
際
は
「
対
策
の
寄
せ
集

め
」
に
過
ぎ
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
そ
も
そ
も
自
殺
の
実
態
が
十
分

に
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
戦
略
を
立
て
よ

う
に
も
立
て
ら
れ
な
い
の
で
あ
る*

。

予
算
は
少
な
く
、
撃
て
る
弾
も
限
ら
れ

て
い
る
の
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
れ
な

い
。
こ
れ
で
戦
況
が
良
く
な
る
は
ず
が

な
い
。

　

重
要
な
の
は
、
ど
の
地
域
（
市
区
町

村
）
で
、
ど
う
い
う
職
種
（
立
場
）
の

人
が
、
ど
う
い
っ
た
原
因
（
動
機
）
で

亡
く
な
っ
て
い
る
の
か
。
言
わ
ば
、「
自

殺
の
地
域
特
性
」
と
「
自
殺
の
危
機
経

路
（
プ
ロ
セ
ス
）
」
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
、
誰
を
対
象
に
、
ど
う
い
っ
た

実
務
的
支
援
を
行
え
ば
良
い
の
か
、
対

策
の
青
写
真
が
自
ず
と
見
え
て
く
る
。

ま
た
自
殺
対
策
の
鍵
で
あ
る
「
連
携
」

も
、
単
な
る
掛
け
声
で
は
な
く
、
具
体

的
な
必
要
性
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
が
遺

族
や
多
分
野
の
実
務
家
と
協
働
し
て
ま

と
め
た
「
自
殺
実
態
白
書
２
０
０
８
」

は
、
「
自
殺
戦
争
」
を
闘
い
抜
く
た
め

の
強
力
な
武
器
と
な
る
は
ず
だ
。
不
本

意
な
死
を
強
い
ら
れ
る
人
を
一
人
で
も

減
ら
す
た
め
に
、
こ
の
武
器
を
存
分
に

活
用
し
、
現
場
を
起
点
と
し
た
「
戦
略

的
な
自
殺
総
合
対
策
」
の
推
進
へ
と
、

さ
あ
み
ん
な
で
踏
み
出
し
て
い
こ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

               

*
 

実
は
警
察
庁
に
は
、
「
自
殺
の
地
域
特

　

性
」
が
克
明
に
分
か
る
匿
名
化
さ
れ
た

　

デ
ー
タ
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
政
府

　

の
対
策
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。

「
自
殺
戦
争
」
を
闘
い
抜
く
た
め

戦
略
的
な
自
殺
総
合
対
策
の
推
進
を

自殺実態白書を足掛かりに
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「
自
殺
の
危
機
経
路
」
の
解
明

危
機
の
連
鎖
に
一
定
の
規
則
性

図１　「自殺の危機経路」事例

　

白
書
は
、
07
年
4
月
か
ら
開
始
し

た
「
自
殺
実
態
１
０
０
０
人
調
査
」

３
０
５
人
分
の
聞
き
取
り
と
、
警
察

庁
か
ら
公
表
さ
れ
た
地
域
別
警
察
署

ご
と
の
自
殺
者
数
統
計
デ
ー
タ
を
基

に
、
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
と
東
大
大
学
院

の
澤
田
康
幸
准
教
授
、
医
師
、
弁
護
士

ら
を
中
心
と
す
る
自
殺
実
態
解
析
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
ま
と
め
た
。

　

四
章
か
ら
な
り
、
第
一
章
で
は

３
０
５
人
分
の
「
声
」
か
ら
、
自
殺
に

至
る
ま
で
の
危
機
経
路
を
あ
ぶ
り
出

し
、
第
二
章
で
は
、

47
都
道
府
県
の
警

察
署
ご
と
に
集
計

さ
れ
て
い
る
自
殺

統
計
デ
ー
タ
を
市

区
町
村
別
に
再
集

計
し
、
地
域
特
性

を
示
し
た
。
第
三

章
で
は
、
自
殺
の

社
会
的
背
景
を
取

り
上
げ
、
自
殺
者

が
追
い
込
ま
れ
る

社
会
経
済
的
構
造

を
分
析
し
た
。
第

四
章
で
は
、
自
死

遺
族
を
取
り
巻
く

実
情
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

背
景
に
平
均

　

４
つ
の
要
因

　　

第
一
章
で
は
、

自
殺
者
の
軌
跡
の

分
析
か
ら
、
自
殺

の
危
機
経
路
を
解

明
し
た
。
自
殺
の
危
機
経
路
と
は
、
自

殺
に
追
い
つ
め
ら
れ
る
プ
ロ
セ
ス
の
こ

と
。
そ
の
人
の
立
場
や
職
種
に
よ
っ
て
、

プ
ロ
セ
ス
に
あ
る
種
の
規
則
性
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
例
え
ば
、
自
営
業

者
だ
っ
た
ら
、
事
業
不
振
か
ら
生
活
苦

と
な
り
多
重
債
務
を
抱
え
て
う
つ
病
発

症
→
自
殺
に
至
る
経
路
な
ど
だ
（
図

1
）
。

　

自
殺
の
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
調

査
し
た
３
０
５
人
の
う
ち
原
因
不
明
者

を
除
く
２
８
９
人
の
お
よ
そ
7
割
が
上

位
10
要
因
（
事
業
不
振
、
職
場
環
境
の

変
化
、
過
労
、
身
体
疾
患
、
職
場
の
人

間
関
係
、
失
業
、
負
債
、
家
族
の
不
和
、

生
活
苦
、う
つ
病
）
に
集
中
し
て
い
た
。

　

毎
年
の
警
察
庁
の
発
表
で
は
、
失
業

や
う
つ
病
な
ど
要
因
１
つ
１
つ
と
自
殺

の
関
係
が
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
経

路
の
解
明
に
よ
り
、
自
殺
は
何
か
１
つ

だ
け
の
要
因
に
よ
っ
て
起
き
て
い
る
の

で
は
な
く
１
人
の
自
殺
の
背
景
に
は
平

均
す
る
と
４
つ
の
要
因
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
危
機
要
因
が
連
鎖
を
し
て
自
殺

に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
危
機
要
因
が
含
有
し

て
い
る
危
機
要
因
の
数
を
危
機
複
合
度

と
し
3
段
階
に
分
類
、
「
危
機
進
行
度
」

と
し
て
表
し
た
（
図
2
）
。
つ
ま
り
、

自
殺
は
「
点
」
で
起
き
て
い
る
の
で
は

な
く
、
「
プ
ロ
セ
ス
」
で
起
き
て
い
る

の
だ
と
い
う
こ
と
。

　

し
か
も
、
要
因
の
連
鎖
の
仕
方
に
は

あ
る
一
定
の
規
則
性
が
あ
る
こ
と
も
わ

か
っ
て
き
た
。
図
2
の
上
の
方
に
「
事

業
不
振
」
や
「
職
場
環
境
の
変
化
」
と

い
っ
た
社
会
的
な
問
題
が
あ
る
。
こ
う

し
た
も
の
が
ま
ず
自
殺
の
き
っ
か
け
と

し
て
発
生
し
、
そ
れ
が
「
職
場
の
人
間

関
係
の
悪
化
」
や
「
失
業
」
「
負
債
」

と
い
っ
た
要
因
を
引
き
起
こ
し
、
さ
ら

に
そ
う
し
た
要
因
が
悪
化
し
て
い
く
中

で
、
「
家
族
の
不
和
」
「
生
活
苦
」
「
う

つ
病
」
と
い
っ
た
個
々
人
の
生
活
の
問

題
や
内
面
的
な
心
の
問
題
に
ま
で
転
化

し
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
さ
ら
に

悪
化
し
た
と
き
に
自
殺
が
起
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

連
携
・
連
動
し
た
対
策
が
必
要

　

確
か
に
う
つ
病
は
自
殺
の
一
歩
手
前

に
あ
る
要
因
で
自
殺
に
連
鎖
さ
せ
な
い

よ
う
な
対
策
は
必
要
だ
が
、
し
か
し
う

つ
病
は
自
殺
の
要
因
で
あ
る
と
同
時

に
、
他
の
要
因
が
連
鎖
し
た
結
果
で
も

あ
る
。
そ
の
た
め
、
う
つ
病
対
策
と
同

時
に
、
そ
の
手
前
で
連
鎖
を
断
ち
切
っ

て
い
く
た
め
の
対
策
が
極
め
て
重
要
だ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

要
因
が
4
つ
連
鎖
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
単
純
に
言
え
ば
4
つ
の
相
談

機
関
が
連
携
し
て
、
あ
る
い
は
4
つ
の

支
援
策
を
連
動
さ
せ
て
対
策
に
当
た
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
プ
ロ
セ
ス
で
起

き
て
い
る
自
殺
に
は
プ
ロ
セ
ス
で
対
策

を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
連
鎖
の
悪

化
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

言
え
る
。

　

支
援
を
支
援
者
本
位
か
ら
当
事
者
本

位
へ
、
相
談
窓
口
同
士
が
互
い
に
つ
な

が
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
こ
か
に

た
ど
り
着
け
ば
他
の
分
野
の
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
、
対
策
に
も
連

携
・
連
動
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

図 2　危機の進行度

(「→」=連鎖、「+」=併発 )

ライフリンク「自殺実態白書 2008」

ライフリンク「自殺実態白書 2008」



1 愛知豊田 93
2 山梨富士吉田 85
3 福岡筑紫野 83
4 北海道苫小牧 82
5 北海道北 79
6 神奈川厚木 73
7 青森青森 72
8 福島いわき中央 70
8 神奈川小田原 70
8 茨城水戸 70

11 静岡沼津 67
11 愛知岡崎 67
13 青森八戸 66
13 福岡早良 66
13 大阪枚方 66
13 北海道函館中央 66
17 静岡富士 64
17 宮城仙台北 64
19 千葉木更津 63
19 千葉柏 63

3大職業別・警察署別自殺者数
（2004-2006年）上位20署

【被雇用者】
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自
殺
の
地
域
特
性
が
初
め
て
明
ら
か
に

表１　市区町村別の自殺者数

　　3大職業別・警察署別自殺者数

（2004-2006 年）上位 20 署

【被雇用者】

表 2

・
■ ■

（警察署： （警察署： （警察署：

年代 性 職業 自殺者数 年代 性 職業 自殺者数 年代 性 職業 自殺者数

1 30～39 男 被雇用者 27 1 60～ 男 無職者 37 1 60～ 女 無職者 8

1 60～ 男 無職者 27 2 60～ 女 無職者 27 2 20～29 女 無職者 6

3 60～ 女 無職者 26 3 30～39 女 無職者 18 2 30～39 男 無職者 6

4 40～49 男 被雇用者 25 4 40～49 女 無職者 15 2 30～39 女 無職者 6

5 50～59 男 無職者 20 5 20～29 女 無職者 14 5 40～49 男 無職者 5

6 50～59 男 被雇用者 19 6 30～39 男 被雇用者 13 5 20～29 女 被雇用者 5

7 20～29 男 学生生徒 18 7 40～49 男 被雇用者 12 5 30～39 女 被雇用者 5

8 30～39 女 無職者 16 7 50～59 女 無職者 12 5 60～ 男 無職者 5

9 50～59 女 無職者 15 7 50～59 男 無職者 12 5 20～29 男 学生生徒 5

9 20～29 男 被雇用者 15 10 40～49 男 無職者 11 10 (他2件) 4
・
・
■ ■ ■

・ （警察署： （警察署： （警察署：

年代 性 職業 自殺者数 年代 性 職業 自殺者数 年代 性 職業 自殺者数

1 60～ 男 無職者 43 1 40～49 男 自営者 6 1 60～ 女 無職者 24

2 60～ 女 無職者 29 2 50～59 男 自営者 5 2 60～ 男 無職者 22

3 30～39 男 被雇用者 26 3 50～59 男 被雇用者 4 3 30～39 女 無職者 10

4 40～49 男 被雇用者 23 3 20～29 男 被雇用者 4 4 50～59 女 無職者 8

4 50～59 男 被雇用者 23 3 20～29 女 無職者 4 5 50～59 男 無職者 7

6 20～29 男 被雇用者 22 3 60～ 女 無職者 4 6 40～49 女 無職者 6

7 50～59 男 無職者 17 3 50～59 男 無職者 4 7 60～ 男 自営者 5

8 50～59 女 無職者 13 3 30～39 男 被雇用者 4 7 20～29 男 無職者 5

9 20～29 男 無職者 11 9 60～ 男 無職者   3以下 7 40～49 男 無職者 5

9 30～39 男 無職者 11 9 (他2件) 3以下 7 (他2件) 5
・
・

豊田*、足助）

愛知・豊田市 大阪・大阪市西区 東京・東久留米市
西） 田無*）

宮城・仙台市青葉区
浦和*、浦和西*） 武蔵野）

東京・武蔵野市
仙台中央*、仙台北、仙台東*）

■ 埼玉・さいたま市浦和区 

　

白
書
の
も
う
一
つ
の

大
き
な
特
徴
は
、
自
殺

の
地
域
特
性
を
明
ら
か

に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
自
殺
者
統

計
は
全
国
単
位
で
地
域

の
対
策
に
は
漠
然
と
し

過
ぎ
て
い
た
。
そ
の
た

め
第
二
章
で
、
地
域
ご

と
に
実
効
力
の
あ
る
対

策
を
推
進
す
る
た
め
、

警
察
庁
の
デ
ー
タ
を
基

に
、
初
め
て
全
国
市
区

町
村
別
の
自
殺
者
数
を

割
り
出
し
た
。
表
1
は

特
に
顕
著
に
そ
の
特
徴

が
表
れ
た
自
治
体
で
あ

る
。

　
男
性
自
営
業
者
が

多
い
大
阪
市
西
区

　　

こ
れ
を
見
る
と
、
仙

台
市
青
葉
区
、
豊
田
市

で
は
「
20
～
50
代
の
男

性
被
雇
用
者
」
の
自
殺

が
多
く
、
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
で
は
「
無
職
の

女
性
（
全
国
的
に
は
約

3
対
1
の
割
合
で
男
性

の
自
殺
者
が
多
い
）
」
、

武
蔵
野
市
で
は
「
20
～

30
代
女
性
」
、
大
阪
市

西
区
で
は
「
中
高
年
の

男
性
自
営
業
者
」
、
東

久
留
米
市
で
は
「
男
女

と
も
無
職
者
」
の
自
殺

が
多
い
な
ど
、
は
っ
き

り
と
し
た
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　
豊
田
市
が
被
雇
用
者
の

ハ
イ
リ
ス
ク
地

　　

さ
ら
に
、
三
大
職
業
（
無
職
者
、
被

雇
用
者
、
自
営
者
）
別
一
覧
表
の
う
ち
、

被
雇
用
者
の
警
察
署
別
自
殺
者
数
上
位

20
署
を
見
て
み
る
と
（
表
2
）
、
愛
知

県
豊
田
市
が
ハ
イ
リ
ス
ク
地
で
あ
る
こ

と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

表
の
上
位
に
あ
る
地
域
の
多
く
が
工
業

団
地
等
で
あ
る
こ
と
と
密
接
な
関
係
が

推
測
さ
れ
る
。

各
地
域
で
具
体
策
が
可
能
に

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
全
国
画
一
的

な
啓
発
で
は
な
く
、
各
地
域
で
実
効
性

の
あ
る
立
体
的
な
対
策
の
手
掛
か
り
が

見
え
て
く
る
。
仙
台
市
青
葉
区
、
豊
田

市
で
は
労
働
問
題
、
精
神
疾
患
へ
の
対

応
の
必
要
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
だ
っ
た
ら
無
職
者
女
性
に

接
す
る
機
会
の
多
い
相
談
窓
口
か
ら
情

報
提
供
で
き
る
し
く
み
を
つ
く
っ
た

り
、
専
門
家
の
対
応
力
を
向
上
さ
せ
る

研
修
を
行
う
な
ど
。

　

大
阪
市
西
区
で
は
「
取
引
先
や
従
業

員
に
迷
惑
が
か
か
る
」
な
ど
と
相
談
機

関
に
頼
る
こ
と
が
し
に
く
い
自
営
業
者

に
相
談
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、
ま

た
、
多
重
債
務
な
ど
経
営
面
を
支
え
る

支
援
を
行
う
な
ど
、
各
地
域
に
お
け
る

「
自
殺
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
」
に
絞
っ
た

具
体
的
な
対
策
を
立
案
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
「
ハ
イ
リ
ス
ク
者
」

を
特
定
す
る
こ
と
で
、
第
一
章
で
明
ら

か
と
な
っ
た
危
機
経
路
と
重
ね
合
わ

せ
、
よ
り
立
体
的
な
実
態
が
見
え
、
必

要
と
す
る
人
に
複
合
的
な
支
援
を
届
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

市
区
町
村
の
自
殺
者
数
割
り
出
し

註）＊のついている警察署は複数の市区町村を管轄しているため、本資料では該当する複数の市区町村に便宜的に計上しています。
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遺
族
の
４
人
に
１
人
が
「
死
に
た
い
」

生
活
支
援
を
含
め
た
総
合
的
対
策
を

図３

　

次
い
で
、
第
四
章
「
自
死
遺

族
の
実
状
」
で
は
、
「
自
殺
実
態

１
０
０
０
人
調
査
」
か
ら
、
こ
れ
ま

で
「
声
に
な
ら
な
か
っ
た
声
」
に
徹

底
し
て
耳
を
傾
け
た
結
果
、
自
死
遺

族
自
身
も
多
く
の
困
難
に
直
面
し
て

い
る
実
態
が
わ
か
っ
て
き
た
。

　

ま
ず
、
調
査
で
「
故
人
の
死
に
関

し
て
気
に
な
る
周
り
か
ら
の
言
動
が

あ
っ
た
か
」
の
問
い
に
、
50
％
以
上

の
遺
族
が
「
あ
っ
た
」
と
答
え
て
い

る
（
図
1
）
。
夫
の
両
親
か
ら
「
う

つ
病
に
な
っ
た
の
は
あ
な
た
と
結
婚

し
た
か
ら
だ
。
あ
な
た
が
責
め
た

て
て
自
殺
に
追
い
や
っ
た
」
（
40
代
女

性
）
、
「
一
緒
に
住
ん
で
い
て
何
で
気
付

か
な
か
っ
た
。
少
し
で
も
様
子
が
お
か

し
い
と
思
っ
た
ら
、
病
院
に
つ
れ
て
い

け
ば
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
夫
の
両
親

か
ら
責
め
ら
れ
た
（
30
代
女
性
）
、
「
自

殺
な
の
に
お
お
っ
ぴ
ら
に
葬
式
を
あ
げ

て
‥
‥
」
と
近
所
の
人
が
言
っ
て
い
た

な
ど
、
偏
見
に
さ
ら
さ
れ
る
遺
族
が
多

い
こ
と
が
わ
か
る
。

4
人
に
1
人
が
死
を
考
え
る

　

「
死
に
た
い
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
」
と
の
問
い
に
は
、
4
人
に
1

人
が
「
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
（
図

2
）
。
「
自
分
が
責
め
ら
れ
、
こ
れ
か
ら

の
こ
と
が
不
安
で
死
に
た
い
と
思
っ

た
」
（
40
代
女
性
）
、
「
子
供
の
と
こ
ろ

へ
逝
き
た
い
。
一
緒
に
い
た
い
と
思
っ

た
」
（
40
代
女
性
）
、
「
生
き
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
苦
し
か
っ
た
。

死
ね
ば
楽
に
な
る
と
い
う
選
択
肢
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
」
な
ど
、
故
人
の
死

か
ら
受
け
る
衝
撃
に
加
え
、
周
囲
か
ら

の
非
難
、
偏
見
、
さ
ら
に
生
活
面
の
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
か
ら
死
を
考
え
る
実
態

が
う
か
が
わ
れ
た
。

遺
族
の
多
く
が
自
責
の
念

　　

自
殺
の
サ
イ
ン
に
つ
い
て
、
「
自
殺

の
サ
イ
ン
が
あ
っ
た
と
思
う
か
」
の
問

い
に
、
46
％
の
遺
族
が
「
思
う
」と
答
え
、

「
思
う
」
と

答
え
た
遺
族

の
う
ち
そ
の

当
時
は
「
そ

れ
が
サ
イ
ン

だ
」
と
思
わ

な
か
っ
た
人

の

割

合

が

60
％
で
、
当

時
か
ら
「
そ

れ
が
サ
イ
ン

だ
」
と
思
っ

た
人
は
20
％

に
と
ど
ま
っ

た
（
図
3
）
。

こ

の

こ

と

は
、
遺
族
が

過
去
を
振
り

返
り
、
故
人
か
ら
の
サ
イ
ン
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
が
思
い
返
さ
れ
る
が
故

に
自
責
の
念
が
強
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
「
自
分
の
せ
い
だ
と
思
う
か
」

の
問
い
に
対
し
、
約
半
数
が
「
思
う
」

と
答
え
て
い
る
。
多
く
の
遺
族
に
「
ま

さ
か
死
ぬ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
助
け

を
求
め
ら
れ
て
い
た
の
に
、
何
も
し
て

あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
」
、
「
救
っ
て
あ
げ

ら
れ
な
か
っ
た
。
助
け
て
あ
げ
ら
れ
な

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
子
供

た
ち
を
育
て
て
い
け
ば
」
、
「
自
分
が
気

づ
け
ば
助
け
ら
れ
た
は
ず
」
と
い
う
、

自
責
の
念
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

（
図
4
）
。

長
期
に
わ
た
り
困
難
を
背
負
う

　

「
故
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
何
か
困
っ
た
こ
と
や
悩
ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
か
」
の
問
い
で
は
、
79
％

も
が
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

「
心
身
と
も
に
体
調
を
崩
し
、
な
か
な

か
調
子
が
戻
ら
な
か
っ
た
」
、
「
亡
く
し

て
か
ら
10
年
に
な
る
が
、
な
ぜ
と
い
う

疑
問
に
変
わ
り
は
な
い
」
、
「
そ
の
と
き

か
ら
す
べ
て
の
自
信
を
な
く
し
、
世
間

に
隠
さ
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
要
し
、
夜
に
し
か
出
か
け
ら

れ
な
い
」
、
「
家
族
を
自
殺
で
失
う
と
、

何
だ
か
残
さ
れ
た
遺
族
は
、
社
会
か
ら

取
り
残
さ
れ
た
孤
独
感
を
強
く
感
じ

る
」
な
ど
、
自
死
遺
族
は
、
長
期
に
わ

た
っ
て
心
理
面
や
生
活
面
で
困
難
を
背

負
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

同
調
査
は
、
「
実
態
の
解
明
」
と
と

も
に
、
語
り
手
自
身
の
回
復
を
促
す
「
遺

族
支
援
」
の
側
面
も
あ
り
行
わ
れ
た
も

の
だ
が
、
自
殺
予
防
が
注
目
さ
れ
る
ほ

ど
に
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
自
分
を
再
認

識
し
、
行
き
場
の
な
い
思
い
が
巡
る
こ

と
も
あ
る
。
結
果
か
ら
は
改
め
て
遺
族

支
援
も
含
め
た
総
合
的
な
自
殺
対
策
の

必
要
性
が
示
さ
れ
た
と
言
え
る
。

図 2

図 4

図１
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08
年
第
４
回
Ｗ
Ｈ
Ｏ

「
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

根岸　親　（ライフリンク）　

　白書には、1000 人調査に参加されたご遺族一人一人の思いが

込められています。つらい体験を、対策につながるのならば、と

お話しくださる姿に触れる度に必ず対策につなげなければならな

いとの思いを強くしてきました。事務局として徹夜続きの作業が

続いた時も、託していただいたその思いが何よりの支えでした。

一つの形としてまとめられたことにほっとするとともに、「有効

な対策」という形につなげていく、これからが一層大切だと考え

ています。

澤田康幸 (東京大学大学院経済学研究科准教授 ) 
   「白書」には私の周りでも大きな反響がありました。最大の意義は、

多くの人々が自分とは隔絶した問題と考えがちな「自殺」の問題を「エ

ビデンス」に基づきながら、社会の問題として捉え、有効な対策につな

げるということでしょう。白書では、「1000 人調査」、警察所轄統計、

県別あるいは国際比較の集計データ、という 3 つのレベルのエビデンス

を用いています。これら考えうる限りの情報を駆使しつつ、正面から自

殺の実態に迫ることが、「自殺は単に個人の問題である」といったような

偏見や誤解を払拭することにつながっていると思います。

　

ラ
イ
フ
リ
ン
ク
主
催
の
第
４
回
「
Ｗ

Ｈ
Ｏ
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
」
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
08
年
9
月
14
日
、
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
か
れ
た
。
今
回
は
新
た
に

内
閣
府
と
東
京
都
が
共
催
と
な
り
、
約

８
０
０
人
が
参
加
。
「
緊
急
報
告
『
自

殺
実
態
白
書
』
か
ら
見
え
て
き
た
こ

と
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
1
部
・
自
死
遺

族
の
体
験
談
、
第
2
部
・
自
殺
実
態
白

書
解
析
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
か
ら
の

報
告
、
第
3
部
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
同
白
書
か

ら
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
問
題
点
と
そ
の

対
策
を
話
し
合
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

野
田
聖
子
自
殺
対
策
担
当
大
臣
の
ビ

デ
オ
出
演
に
続
き
、
第
1
部
は
、
自
死

遺
族
の
藤
本
佳
史
さ
ん
が
母
親
を
自
殺

で
亡
く
し
た
体
験
談
を
講
演
し
た
。
藤

本
さ
ん
は
、
母
親
が
自
殺
に
至
っ
た
経

「
自
殺
実
態
白
書
」
を
も
と
に
討
論

シンポジウム会場

緯
、
そ
の
後
自
分
が
ど
う
生
き
て
き
た

か
に
つ
い
て
話
す
と
と
も
に
、
「
自
死

遺
族
の
特
別
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
で

は
な
く
、
自
分
だ
っ
た
ら
、
自
分
の
家

族
だ
っ
た
ら
ど
う
し
て
い
た
だ
ろ
う
、

と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

第
2
部
で
は
、
「
自
殺
実
態
白
書
」

解
析
チ
ー
ム
の
生
越
照
幸
氏
（
弁
護

士
）
、
清
水
康
之
氏
（
ラ
イ
フ
リ
ン
ク

代
表
）
、
根
岸
親
氏
（
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
）
、

山
口
和
浩
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
死
遺
族

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Re
）
か
ら
、
白
書

の
説
明
が
な
さ
れ
た
（
1
～
5
面
に
詳

報
）
。

　

第
3
部
で
は
、
「
自
殺
の
実
相
を
ど

う
捉
え
る
か
」
「
対
策
を
ど
う
推
し
進

め
て
い
く
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
永
俊

雄
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー
）
姜
尚
中

氏
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
宮
台
真

司
氏
（
首
都
大
学
東
京
教
授
）
清
水
康

之
氏
（
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
代
表
）
反
町
吉

秀
氏
（
青
森
県
上
十
三
保
健
所
長
）
柳

澤
光
美
氏
（
自
殺
対
策
を
考
え
る
議
員

有
志
の
会
）
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
「
自
殺
は
困
窮
死

と
呼
べ
る
も
の
」
「
自
殺
は
地
域
ご
と

の
特
性
が
あ
る
」
な
ど
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、
関
係
者
に
実
態
の
解

明
と
対
象
を
絞
っ
た
対
策
の
早
い
実
施

を
求
め
た
。

　

ま
た
、
会
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
「
遺
族

語
る
・
自
死
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題

し
た
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
自
死
遺
族
が
語
り
手
と
な
っ
て
、

故
人
の
生
前
の
姿
を
紹
介
し
た
。
大
勢

の
参
加
者
た
ち
が
、
自
死
し
た
人
1
人

1
人
の
生
き
て
き
た
軌
跡
を
見
つ
め
、

そ
の
人
生
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
。

自殺実態解析プロジェクトチームから

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　

   ◆「自殺実態白書」はＨＰにて無料

　     でダウンロードできます。

   ◆冊子として入手したいというお問

　  い合わせが多いため、印刷・製本

  　したものもご用意しております。

　  お申し込みはメールでお受け致し

     ます。実費相当分として 1 冊あたり

　 1000 円 ( 本体 600 円＋送料 400 円 )　

　 のご負担をお願いします。

　            上記いずれも詳細は、

 http://www.lifelink.or.jp/hp/whitepaper.html

　　    　     をご覧下さい。

島　悟　（精神科医）
　 現在日本はその深さと速度の両面において未曾有の経済危機

の真っ只中にあり先行きは極めて不透明です。失業率が上がり、

有効求人倍率は下がり、生活保護世帯が増えています。自殺に至

る経路の早い段階で対応すれば問題が複雑化せず派生的な問題が

発生しなくても済むかもしれません。うつ病などの心の病は適切

な治療を受ける必要がありますが、同時に種々の環境調整も確実

に行う必要があります。社会的資源を最大限に活用して不幸な事

態を防ぎたいと思います。

生越照幸　(弁護士）
　昨今の景気後退により、私が自殺実態白書 2008 年において分

析した被雇用者の自殺要因は、今後、拡大・二極化すると考えら

れます。すなわち、派遣社員は派遣切りによって生活の基盤を破

壊され、１人当たりの業務量の増加、業績改善のためのノルマの

強化、組織再編による配置転換、人件費抑制のためのサービス残

業などに曝されています。このように、被雇用者の自殺者数は増

加する可能性が高いため、実効的な対策を早急に打ち出す必要が

あると考えられます。



ろ
か
ら
劇
的
に
減
ら
し
ま
し
た
。
し
か

し
ま
だ
高
い
。
そ
れ
が
今
回
白
書
を
読

ん
で
、
実
態
把
握
が
不
十
分
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
対
策

が
縦
割
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
区
部
長

さ
ん
な
ど
政
治
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。

柳
澤　

国
の
上
の
ほ
う
は
も
っ
と
す
ご

い
縦
割
り
に
な
っ
て
い
る
。
警
察
に
最

も
詳
し
い
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
が
出
し

に
く
い
。
な
ら
ば
公
的
な
機
関
に
警
察

に
あ
る
実
態
デ
ー
タ
を
集
め
、
守
秘
義

務
を
課
し
て
専
門
家
が
地
域
、
原
因
の

問
題
な
ど
分
析
を
か
け
る
こ
と
を
、
今

議
員
有
志
の
会
と
し
て
超
党
派
で
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
自
殺
に

関
し
て
は
立
派
な
族
議
員
に
な
り
た

い
。
だ
か
ら
民
間
団
体
と
も
官
僚
と
も

癒
着
を
し
ま
す
、
あ
、
癒
着
で
な
く
連

携
で
す
ね
（
笑
）
。

　(7)　2009 年 ( 平成 21 年 )6 月 25 日　新しいつながりが　新しい解決力を生む　　　　　　ライフリンク通信　第 8 号　　　　　    　ライフリンク通信　第 8 号　　   　新しいつながりが　新しい解決力を生む　  2009 年 ( 平成 21 年 )6 月 25 日 (6)

参加者のアンケートから

 緊急報告 「自殺実態白書」 から見えてきたこと

　第３部　パネルディスカッション

　
07
年
9
月
10
日
と
16
日
の
2
日

間
、
第
３
回
の
「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界
自

殺
予
防
デ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

催
さ
れ
た
。

　

10
日
は
「
自
殺
実
態
１
０
０
０

人
調
査
中
間
報
告
か
ら
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
１
０
１
人
分
の
調

査
結
果
を
中
間
報
告
と
い
う
形
で

発
表
し
た
。
自
殺
の
背
景
に
は
複

数
の
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て

い
る
こ
と
、
自
殺
し
た
人
の
3
割

は
亡
く
な
る
1
か
月
以
内
に
何
ら

か
の
専
門
機
関
に
相
談
へ
行
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
報
告
。
最
後
の

砦
と
な
る
べ
き
相
談
機
関
が
機
能

し
て
い
な
い
現
状
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。
報
告
を
踏
ま
え
て
、
い

か
に
す
れ
ば
相
談
窓
口
が
有
効
に

働
く
か
、
参
加
者
が
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
こ
こ
で
見
出
さ
れ
た
問

題
点
が
、
今
回
の
「
自
殺
実
態
白
書
」

へ
結
び
つ
い
た
と
も
い
え
る
。

　

16
日
は
「
自
殺
対
策
の
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、

医
療
、
司
法
専
門
家
、
民
間
団
体
の

代
表
が
、
各
地
で
運
営
し
て
い
る
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
例
を
紹
介
し

た
。
石
蔵
文
信
氏
（
一
般
医
）
は
精

神
科
に
か
か
り
た
が
ら
な
い
患
者
が

一
般
内
科
を
受
診
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
精
神
科
医
と
一
般
医
の
顔

の
見
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

「
GP
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
提
唱
。
佐

藤
久
男
氏
は
自
殺
対
策
先
進
地
で
あ

る
秋
田
県
の
民
間
団
体
の
連
携
を
紹

介
し
た
。
最
後
に
参
加
者
全
員
で
、

こ
れ
ら
実
践
的
な
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
参
考
に
、
自
殺
対
策
に
ど
う
活

か
し
て
い
く
か
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。

07 年にも第３回 「WHO 世界自殺予防デーフォーラム」

　

今
か
ら
8
年
ほ
ど
前
に
母
親
を
自
殺

で
亡
く
し
ま
し
た
。
母
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

　

20
歳
く
ら
い
で
ま
だ
秋
田
に
い
た
こ

ろ
、
母
の
お
父
さ
ん
が
亡
く
な
り
、
葬

儀
の
場
所
で
親
戚
が
ビ
ー
ル
を
飲
み
な

が
ら
騒
い
で
い
ま
し
た
。
母
は
一
途
で

思
い
込
み
が
強
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
一

番
騒
い
で
い
た
親
戚
に
歩
み
寄
っ
て
ぱ

ち
ん
と
平
手
打
ち
を
し
て
叫
ん
だ
そ

う
で
す
。
「
ど
う
し
て
人
が
死
ん
だ
日

に
そ
ん
な
風
に
ば
か
騒
ぎ
が
で
き
る

の
！
」
自
殺
で
亡
く
な
っ
た
人
に
も
、

当
た
り
前
の
い
ろ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
り
ま
す
。

　

実
は
僕
に
は
重
度
の
知
的
障
害
を
持

つ
弟
が
い
て
、
母
は
自
分
が
障
害
を
持

つ
子
を
産
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
が
受
け

入
れ
ら
れ
ず
嘆
い
て
い
ま
し
た
。
教
師

だ
っ
た
母
は
生
徒
た
ち
と
自
分
の
次
男

を
比
べ
て
し
ま
い
仕
事
を
続
け
ら
れ

ず
、
亡
く
な
る
3
年
ほ
ど
前
か
ら
休
む

よ
う
に
な
り
、
抗
う
つ
薬
を
飲
み
な
が

ら
一
日
寝
て
す
ご
す
生
活
に
な
り
ま
し

た
。
う
つ
状
態
は
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
っ

て
、
僕
が
買
い
物
に
出
か
け
た
す
き
に

首
を
吊
っ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
僕
が

発
見
し
ま
し
た
。

　

明
ら
か
に
亡
く
な
る
直
前
の
時
期
に

僕
を
頼
り
に
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
当

時
の
僕
は
弟
の
こ
と
、
母
の
う
つ
病
の

こ
と
か
ら
目
を
背
け
よ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
も
っ
と
真
剣
に
話
を
聞
い
て
あ

げ
て
い
れ
ば
と
い
う
自
分
を
責
め
る
気

持
ち
が
い
ま
だ
に
あ
り
ま
す
。
父
親
が

脳
腫
瘍
で
今
闘
病
中
で
す
。
僕
も
常
に

不
安
を
抱
え
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
や
は
り
母
が
生
き
て

い
て
く
れ
た
ら
と
、
思
っ
た
り
し
ま
す
。

　

当
時
19
歳
の
僕
は
母
を
亡
く
し
た
と

い
う
重
圧
か
ら
逃
れ
た
く
て
、
精
神
科

の
医
師
に
な
っ
て
、
母
と
同
じ
よ
う
に

苦
し
ん
で
い
る
人
に
寄
り
添
う
こ
と
を

目
標
に
受
験
勉
強
を
始
め
、
医
学
部
に

入
学
し
ま
し
た
。
大
学
の
ど
ん
底
の
時

期
、
ど
う
に
か
し
た
く
て
あ
し
な
が
育

英
会
の
つ
ど
い
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
両
親
を
幼
い
こ
ろ
に
亡
く
し
た

仲
間
、
お
金
の
こ
と
に
困
っ
て
い
る
仲

間
、
遺
児
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
て
も

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
に
参
加
し
て
頑

張
っ
て
く
れ
た
仲
間
も
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
の
「
自
分
が
一
番
不

幸
だ
」
と
い
う
顔
を
し
な
が
ら
生
き
て

き
た
自
分
が
恥
ず
か
し
く
思
い
ま
し

た
。
募
金
会
場
で
30
分
以
上
立
ち
止

ま
っ
て
話
を
聞
い
て
く
れ
、
１
万
円
札

を
入
れ
て
く
れ
た
お
じ
さ
ん
が
い
ま
し

た
。

自

分
が
勇

気
を
出

し
て
い

く
こ
と

で
、

自

殺
を
自

分
の
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
て
も
ら

え
る
、
そ
の
よ
う
に
僕
は
活
動
を
通
し

て
確
信
し
て
い
き
ま
し
た
。
僕
が
母
に

対
す
る
気
持
ち
が
、
大
き
く
２
つ
あ
り

ま
す
。
自
分
が
母
を
死
な
せ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
思
い
。
そ
し
て
な
ぜ
家
族
を

お
い
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
、
死
な

な
い
で
ほ
し
か
っ
た
と
い
う
思
い
で

す
。
し
か
し
最
近
、
新
し
い
思
い
を
僕

の
中
で
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
自

分
を
生
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と

い
う
気
持
ち
で
す
。
自
分
で
料
理
を
つ

く
っ
て
い
る
と
き
に
、
今
日
の
味
も
母

に
似
て
い
る
か
な
、
な
ど
と
思
い
、
傍

に
い
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
も
し
て

い
ま
す
。
今
家
事
を
し
な
が
ら
研
修
医

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て

家
族
を
大
切
に
し
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て

暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
、
途
中
で
亡
く

な
っ
て
悔
し
か
っ
た
だ
ろ
う
母
に
応

え
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
死
遺
族
の
特
別
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
い
う
よ
う
に
聞
く
の
で
は
な
く
、

追
い
詰
め
ら
れ
た
人
の
そ
れ
ま
で
の

人
生
、
自
分
だ
っ
た
ら
、
自
分
の
家

族
だ
っ
た
ら
ど
う
し
て
い
た
だ
ろ
う
、

と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
な

と
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
3
部
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
抜
粋

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　

◇

　「
自
殺
」
と
い
う
よ
り
も
「
困
窮
死
」

姜　

名
前
が
変
わ
っ
て
く
る
と
見
方

が
変
わ
っ
て
く
る
。
自
殺
が
10
年
で

30
万
人
以
上
、
遺
族
が
約
３
０
０
万

人
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
れ
だ
け
の
人

が
二
次
被
害
を
受
け
て
い
る
実
態
を

考
え
る
と
、
「
自
殺
」
と
い
う
よ
り

も
「
困
窮
死
」
と
し
た
ほ
う
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

町
永　

自
殺
と
い
う
と
個
人
の
選

択
、
自
ら
を
殺
す
と
い
う
よ
う
な
感

じ
を
受
け
る
が
、
困
窮
死
だ
と
「
誰

が
困
窮
さ
せ
て
い
る
の
か
」
と
主
体

が
が
ら
っ
と
変
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。

姜　

藤
本
さ
ん
の
お
母
様
の
話
で

も
、
障
害
を
持
っ
た
人
と
健
常
者
が

全
く
違
和
感
な
く
、
そ
し
て
精
神
的

に
も
そ
れ
が
普
通
の
こ
と
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
社
会
だ
っ
た
と

し
た
ら
、
た
ぶ
ん
お
母
様
も
こ
う
は

な
ら
な
か
っ
た
。

「
た
か
だ
か
」
経
済
的
理
由
で

死
な
ざ
る
を
え
な
い
国

宮
台　

平
成
不
況
の
深
刻
化
が
ト
リ

ガ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
で
も
日
本
よ
り
貧
し
い
国
は
山
の

よ
う
に
あ
る
。
「
た
か
だ
か
」
経
済
的

理
由
で
困
窮
し
た
程
度
で
死
な
ざ
る
を

え
な
い
、
そ
う
い
う
貧
し
い
社
会
的
リ

ソ
ー
ス
し
か
持
っ
て
い
な
い
僕
た
ち
の

社
会
。
そ
れ
自
体
恥
ず
べ
き
こ
と
で
、

社
会
的
包
摂
性
の
な
さ
が
問
題
で
す
。

姜　

日
本
は
右
肩
上
が
り
の
成
長
と
力

量
が
丸
抱
え
で
包
摂
し
て
い
た
か
ら
で

実
は
社
会
の
福
祉
は
や
ら
れ
て
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
90
年
代
に

入
っ
て
は
っ
き
り
表
れ
て
き
た
。

町
永　

姜
さ
ん
が
い
み
じ
く
も
お
っ

し
ゃ
っ
た
日
本
に
は
実
は
福
祉
が
な

か
っ
た
の
で
は
、
と
い
う
の
は
そ
の
通

り
か
も
し
れ
な
い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
扱
っ
た
の
で
す

が
、
日
本
の
福
祉
の
多
く
は
大
家
族
を

前
提
と
し
て
い
る
。
も
う
１
つ
は
何
か

と
い
う
と
企
業
が
丸
抱
え
で
や
っ
て
き

た
。
家
族
も
企
業
も
変
質
し
た
。
自
殺

の
背
景
に
あ
る
閉
塞
感
と
重
な
る
気
が

し
ま
す
。

支
援
が
本
当
に
必
要
な
人
に
届
い
て
い
な
い

清
水　

負
担
を
抱
え
て
い
る
人
ほ
ど
よ

り
大
き
な
負
担
を
背
負
っ
て
し
ま
う
。

た
だ
、
支
援
策
と
い
う
の
は
結
構
実
は

あ
る
。
東
京
都
は
今
、
就
業
者
に
向
け

た
手
厚
い
支
援
を
行
っ
て
い
る
＊
。
職

業
訓
練
を
受
け
な
が
ら
毎
月
15
万
を
6

か
月
間
支
給
し
て
く
れ
る
。
都
は
こ
れ

に
年
97
億
円
の
予
算
を
割
い
て
い
る
。

だ
が
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
か
ら
ど

れ
ほ
ど
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
か
と
い

う
と
、
１
か
月
に
４
０
０
件
。
と
い
う

こ
と
は
、
情
報
が
、
支
援
が
本
当
に
必

要
な
人
に
届
い
て
い
な
い
。

宮
台　

景
気
が
悪
く
な
っ
た
こ
と
で
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
が
使

え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
社
会
学
で

は
個
人
化
と
い
い
ま
す
が
。

清
水　

確
か
に
個
人
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
難
し

い
。
た
だ
、
例
え
ば
借
金
を
苦
に
し
て

ご
主
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
ご
遺
族
で
あ

れ
ば
、
借
金
の
相
続
放
棄
の
手
続
き
が

必
要
な
ど
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
を
し
っ
か

り
解
明
し
て
情
報
を
お
伝
え
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
。
そ
う
い
う
対
象

を
絞
っ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た
情
報

を
渡
す
し
く
み
を
つ
く
れ
ば
、
今
あ
る

社
会
資
源
だ
け
で
も
十
分
活
用
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

自
殺
の
問
題
は
政
治
の
課
題
そ
の
も
の

柳
澤　

自
殺
の
問
題
は
、
政
治
の
課
題

そ
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
国
の

最
大
の
責
任
は
国
民
の
命
を
守
る
こ
と

で
す
か
ら
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
超

党
派
で
や
っ
て
い
か
な
い
と
、
今
後
の

政
治
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

反
町　

青
森
県
は
失
業
率
が
高
い
と
か

経
済
も
よ
い
状
態
に
な
ら
な
い
と
か
、

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
自

殺
率
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
2
だ
っ
た
の
で

す
が
、
早
く
か
ら
心
の
健
康
づ
く
り
、

自
殺
防
止
に
取
り
組
み
、
平
成
16
年
ご

・
う
つ
病
が
自
殺
の
原
因
と
い

わ
れ
る
が
、
う
つ
病
を
引
き
起

こ
す
原
因
が
ま
ず
あ
る
と
い

う
、
当
た
り
前
の
事
実
に
改
め

て
気
づ
い
た
。　

（
大
学
院
生
）

・
ご
遺
族
の
方
を
別
世
界
の
人

だ
と
思
っ
て
は
、
何
の
解
決
に

も
な
ら
な
い
こ
と
を
気
づ
か
さ

れ
た
。　
　
　
　

（
教
育
機
関
）

・
地
域
に
よ
っ
て
自
殺
す
る
人
の
傾
向

が
違
う
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
住
む

町
の
実
態
を
知
り
、
私
に
何
が
で
き
る

か
考
え
た
い
。
自
死
遺
族
の
方
の
体
験

談
は
、
大
変
勇
気
が
い
る
こ
と
だ
と
思

う
。
で
も
そ
れ
で
勇
気
づ
け
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
。　
　
　
　
　
　

（
ご
遺
族
）

・
自
殺
の
ハ
イ
リ
ス
ク
地
に
出
身
の
北

海
道
が
50
地
域
中
9
つ
も
あ
る
こ
と
に

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

　
　
　
　
　

（
日
本
司
法
書
士
連
合
会
）

・
こ
ん
な
に
し
っ
か
り
調
査
分
析
を
さ

れ
た
先
駆
的
団
体
が
あ
っ
た
こ
と
を
知

り
、
誇
り
に
思
い
ま
す
。
中
学
の
こ
ろ

か
ら
、
自
殺
と
自
分
の
距
離
が
近
づ
い

た
り
遠
く
な
っ
た
り
し
て
生
き
て
い
ま

す
。
生
き
て
い
く
た
め
に
、
今
日
来
て

よ
か
っ
た
で
す
。　
　
　
　
　

（
一
般
）

・
今
ま
で
父
を
失
っ
た
こ
と
を
一
人
心

の
中
に
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
場

で
、
自
殺
に
関
心
の
あ
る
方
が
こ
ん
な

に
い
る
こ
と
を
知
り
、
一
人
で
は
な
い

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
遺
族
と
社
会
資

源
と
の
距
離
が
縮
ま
れ
ば
、
遺
族
も
救

わ
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。　

（
ご
遺
族
）

  

第
１
部

　
自
死
遺
族
の
体
験
談

　
藤
本
佳
史

　

 

自
分
だ
っ
た
ら　

ど
う
し
て
い
ま
し
た
か

支援が必要な人に届いていない！！

＊
東
京
都
が
行
っ
て
い
る
具
体
的
な
支
援
策
例

 
 

低
所
得
者
へ
の
支
援

 
 

就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

 
 

若
者
の
就
労
支
援

 
 

多
重
債
務
問
題
へ
の
対
応

 
 

ひ
き
こ
も
り
等
の
若
者
の
支
援

 
 

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援　

 
 
 
 

な
ど

 「自殺の実相をどう捉えるか」 「対策をどう推し進めていくか」
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「
自
死
遺
族
支
援
全
国
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
と
題
し
た
自
死
遺
族
支
援
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
、
全
都
道
府
県
で
開
催

さ
れ
た
。
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
自

殺
対
策
基
本
法
の
柱
で
あ
り
な
が

ら
、
自
殺
総
合
対
策
の
中
で
も
立
ち

遅
れ
て
き
た
「
自
死
遺
族
支
援
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、

民
間
の
自
殺
対
策
活
動
団
体
で
つ
く

る
自
死
遺
族
支
援
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

実
行
委
員
会
（
委
員
長
・
清
水
康
之

ラ
イ
フ
リ
ン
ク
代
表
）
が
開
催
を
支

援
し
、
各
地
方
自
治
体
主
催
（
四
県

を
除
く
）
に
よ
っ
て
全
47
都
道
府
県

で
の
開
催
を
達
成
し
た
。
自
死
遺
族

 
自
死
遺
族
支
援
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
フ
ィ
ナ
ー
レ
！　

ｉ
ｎ　

大
阪

自
死
遺
族
支
援　

い
ま
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

フィナーレを迎えた壇上の様子

支
援
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
全
都
道
府
県

で
開
催
さ
れ
る
の
は
、
全
国
初
の
試
み
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
全
体
で
20

人
の
都
道
府
県
知
事
、
副
知
事
が
参
加
。

会
場
に
足
を
運
ん
だ
参
加
者
は
、
全
体

で
お
よ
そ
１
万
２
０
０
０
人
に
な
っ

た
。

　

07
年
７
月
１
日
の
東
京
都
で
発
足
し

た
「
自
死
遺
族
支
援
全
国
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
。
そ
の
後
の
07
年
７
月
15
日
開
催

の
秋
田
県
で
ス
タ
ー
ト
し
、
08
年
３
月

30
日
開
催
の
大
阪
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎

え
た
。
会
場
で
は
、
ご
遺
族
の
体
験
談

が
語
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
体
験
談

を
受
け
、
現
状
を
見
つ
め
、
今
後
ど
う

い
っ
た
自
死
遺
族
支
援
が
そ
の
地
域
で

可
能
な
の
か
、
「
い
ま
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
」
が
行
政
担
当
者
や
学
識
経
験

者
、
民
間
団
体
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て

話
し
合
わ
れ
て
い
っ
た
。

　

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
目
的
は
、
①
自

殺
総
合
対
策
の
理
念
を
全
国
（
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
）
に
根
付
か
せ
る
こ
と
、
②

全
47
都
道
府
県
で
「
自
死
遺
族
の
つ
ど

い
」
設
立
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
、

③
「
１
０
０
０
人
の
声
な
き
声
に
耳
を

傾
け
る
」
と
の
連
動
に
よ
り
自
殺
実
態

を
解
明
す
る
こ
と
、
④
官
民
学
の
枠
を

超
え
た
自
殺
対
策
関
係
者
の
連
携
基
盤

を
各
地
域
で
構
築
す
る
こ
と
、
の
４
つ
。

サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
、
「
自

死
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
『
遺
族
語
る
』
の

パ
ネ
ル
展
示
」
、
「
分
か
ち
合
い
」
の
同

日
開
催
、
多
重
債
務
相
続
問
題
の
無
料

相
談
、
心
の
悩
み
の
無
料
相
談
、
自
殺

第
２
部 

大
阪
の
自
死
遺
族
支
援
を
考
え
る

　

第
２
部
は
「
大
阪
の
自
死
遺
族
支
援

を
考
え
る
」
と
題
し
、
渡
辺
洋
一
郎
氏

(

大
阪
精
神
科
診
療
所
協
会
会
長)

を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
杉
本
脩
子
氏

(

全
国
自
死
遺
族
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

代
表
幹
事)

、
澤
井
登
志
氏(

大
阪
自

殺
防
止
セ
ン
タ
ー
所
長)

、
野
田
哲
朗

氏(

大
阪
府
健
康
福
祉
部
精
神
保
健
疾

病
対
策
課
長)

、
中
嶋
志
津
惠
氏(

大

阪
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
保
健
主

幹)
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
、
課
題

を
紹
介
し
た
後
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
移
っ
た
。

渡
辺　

遺
族
支
援
の
充
実
に
向
け
て
な

に
が
必
要
か
。

杉
本　

遺
族
支
援
は
ず
っ
と
「
個
人
で

対
処
す
る
も
の
」
と
い
う
考
え
が
濃
厚

だ
っ
た
。
自
殺
対
策
基
本
法
を
き
っ
か

け
に
支
援
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
は
画
期
的
な
こ
と
。
民
間
は
人
も
、

場
所
も
、
お
金
も
な
い
、
「
な
い
な
い

ず
く
し
」
な
の
で
、
行
政
と
「
一
緒
」

に
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
活
動

を
し
て
い
る
仲
間
が
「
哀
し
み
を
消
す

魔
法
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
人

と
人
が
交
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
て

い
く
力
が
増
す
こ
と
が
あ
る
。
「
支
援

者
」
「
被
支
援
者
」
と
い
う
関
係
で
は

な
く
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
人
と
人
と

が
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

澤
井　

つ
ど
い
に
も
参
加
で
き
ず
苦
し

ん
で
い
る
人
は
大
勢
い
る
。
大
阪
の
遺

族
の
会
の
数
は
本
当
に
少
な
い
。
で
き

た
ら
各
区
１
つ
く
ら
い
の
小
さ
な
単
位

で
、
行
こ
う
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
行
け

る
く
ら
い
身
近
に
場
所
を
つ
く
っ
て
い

け
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
民
間
だ

け
で
は
そ
こ
ま
で
手
が
回
ら
な
い
の

で
、
行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
須
。

野
田　

語
り
合
え
る
場
所
は
本
当
に
重

要
。
我
々
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
ま
ず

場
所
を
つ
く
り
、
相
談
に
乗
れ
る
専
門

家
の
養
成
に
力
を
注
ぎ
た
い
。

中
嶋　

杉
本
氏
の
発
言
に
あ
っ
た
「
フ

ラ
ッ
ト
な
関
係
」
は
行
政
と
民
間
の
関

係
に
お
い
て
も
大
切
。
お
互
い
に
理
解

を
深
め
、
民
間
グ
ル
ー
プ
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
る
支
援
に
つ
い
て
「
実
現
」
を

し
て
い
く
た
め
の
行
政
と
し
て
の
工
夫

を
考
え
て
い
き
た
い
。

杉
本　

横
浜
市
の
実
例
が
あ
る
よ
う

に
、
市
の
職
員
と
民
間
が
一
緒
に
考
え

な
が
ら
活
動
し
て
い
る
。
専
門
家
で
な

く
て
も
少
人
数
の
ス
タ
ッ
フ
と
場
所
が

あ
れ
ば
で
き
る
。
幸
い
熱
心
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
全
国
に
大
勢
い
る
。
こ
れ
か

ら
考
え
て
い
く
の
で
は
な
く
、
今
す
ぐ

に
で
も
行
動
を
。

澤
井　

場
所
さ
え
あ
れ
ば
、
気
持
ち
さ

え
あ
れ
ば
、
来
週
か
ら
で
も
で
き
る
。

（
会
場
か
ら
拍
手
）

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
渡
辺
氏
か
ら

「
『
場
所
』
が
必
要
と
い
う
こ
と
だ
が
、

極
端
な
話
、
大
阪
府
に
あ
る
２
２
０
の

精
神
科
の
診
療
所
、
ス
タ
ッ
フ
を
提
供

す
れ
ば
来
週
か
ら
で
も
で
き
る
。
や
れ

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
明
日
か
ら

行
動
す
る
」
と
い
う
力
強
い
発
言
も
飛

び
出
し
、
第
２
部
は
締
め
く
く
ら
れ
た
。

左から澤井氏、野田氏、中嶋氏、杉本氏

総
合
対
策
大
綱
の
普
及
啓
発
な
ど
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
中
で
、「
自
死
者
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
『
遺
族
語
る
』
の
パ
ネ
ル
展
示
」

で
は
、
６
人
の
故
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

や
追
い
詰
め
ら
れ
た
経
緯
な
ど
が
、
故

人
の
姿
と
と
も
に
パ
ネ
ル
と
し
て
展
示

さ
れ
、
一
人
一
人
が
か
け
が
え
の
な
い

大
切
な
人
で
あ
る
こ
と
を
語
り
か
け

た
。　
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　　清水氏「痛みをさらけ出せる社会を」

第
３
部 

「
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
成
果
と
課
題

西原氏「無条件無批判で寄り添う」

町永氏「つながりには “ 語り ”」

　山口氏「本音の意見交換を」

柴田氏「行政担当者は現場の声を聞くこと」

　

第
３
部
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
柴
田
雅
人
氏(

内
閣
府
政

策
統
括
官
・
当
時)
、
西
原
由
記
子

氏(

東
京
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
創
始

者)

、
山
口
和
浩
氏(
自
死
遺
族
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Re
代
表)
、
清
水

康
之
氏(

自
殺
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
フ
リ
ン
ク
代
表)

が
登
壇
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ

ス
タ
ー
の
町
永
俊
雄
氏
。
ま
ず
最
初

に
清
水
氏
か
ら
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
の

成
果
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

清
水
氏
は
４
つ
の
目
的(

前
頁
記

事
参
照)

の
中
か
ら
特
に
重
要
な
２

つ
に
絞
り
説
明
。　

　

「
ま
ず
、
自
殺
総
合
対
策
は
〝
生

き
る
支
援
〟
で
あ
り
、
当
事
者
本
意

で
な
く
は
な
ら
な
い
こ
と(

理
念)

を
全
国
に
根
付
か
せ
る
こ
と
が
大
き

な
目
的
の
１
つ
で
あ
り
、
直
接
的
、

間
接
的
に
実
現
で
き
た
。
２
つ
目
、

全
国
で
『
自
死
遺
族
の
つ
ど
い
』
の

設
立
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
に

関
し
て
。
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
沖
縄

や
島
根
、
佐
賀
、
三
重
な
ど
で
キ
ャ

ラ
バ
ン
後
『
つ
ど
い
』
が
立
ち
上
げ

ら
れ
た
。
東
京
多
摩
で
は
キ
ャ
ラ
バ

ン
翌
日
に
分
か
ち
合
い
の
会
が
開
か

れ
た
と
い
う
事
例
も
あ
る
」
と
報
告

し
た
。
続
け
て
同
氏
は
「
登
壇
者

同
士
の
つ
な
が
り
も
で
き
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
き
っ
か
け
に

連
携
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

『
遺
族
語
る
』
の
パ
ネ
ル
展
示
に
よ
っ

て
、
ご
遺
族
の
声
だ
け
で
は
な
く
、

亡
く
な
っ
た
ご
本
人
の
存
在
も
感
じ
て

い
た
だ
け
た
。
さ
ら
に
、
自
殺
が
〝
語

る
こ
と
の
で
き
る
死
〟と
な
っ
て
き
た
」

と
報
告
し
た
。　

　

行
政
の
側
か
ら
見
た
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

に
つ
い
て
は
柴
田
氏
が
「
実
際
に
遺
族

体
験
談
を
聞
い
て
大
変
な
衝
撃
を
受
け

た
。
遺
族
の
声
が
国
会
を
も
動
か
し
基

本
法
制
定
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。
行
政

は
そ
れ
に
基
づ
き
大
綱
を
つ
く
っ
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
自
殺
対
策
の
連
鎖
の
原

動
力
」
と
発
言
。　
　
　

　
　
　
　
　

◇　

 

清
水
氏
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
見
え
て
き

た
課
題
も
説
明
。
「
経
済
的
理
由
、
情

報
不
足
か
ら
『
つ
ど
い
』
に
参
加
で

き
な
い
ご
遺
族
も
ま
だ
ま
だ
大

勢
い
る
。
支
援
に
関
わ
る
者
同

士
の
つ
な
が
り
も
不
足
し
て
い

る
。
学
校
、
警
察
と
の
連
携
な

ど
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
行
政
に

取
っ
て
い
た
だ
く
し
か
な
い
。

さ
ら
に
、
『
つ
ど
い
』
は
財
政

的
に
逼
迫
し
て
い
る
。
立
ち
上

げ
時
こ
そ
、
支
援
が
必
要
に
も

関
わ
ら
ず
、
受
け
ら
れ
な
い
。

地
域
ご
と
で
行
政
が
必
要
な
支

援
を
行
う
べ
き
。
長
崎
の
場
合
、

山
口
氏
ら
の
活
発
な
活
動
も

あ
っ
て
現
場
の
声
を
施
策
に
反
映
さ
せ

る
仕
組
み
が
で
き
て
い
る
」
と
し
、
そ

れ
を
受
け
て
山
口
氏
が
「
長
崎
の
場
合

は
協
議
会
の
下
に
専
門
委
員
会
と
い
う

作
業
部
会
が
あ
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
は

保
健
師
や
警
察
、
研
究
者
な
ど
現
場
に

近
い
人
間
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
現
場

の
人
間
た
ち
が
本
音
の
部
分
で
、
そ
れ

は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
意

見
交
換
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
効
果
を
あ
げ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
」
と
発
言
し
た
。

　

自
殺
防
止
の
観
点
か
ら
西
原
氏
の
電

話
相
談
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、
西

原
氏
は
「
自
殺
し
た
い
と
い
う
訴
え
は

本
当
は
〝
生
き
た
い
の
だ
〟
と
い
う
叫

び
」
と
し
た
上
で
、
「
分
か
ち
合
い
の

会
に
参
加
し
て
い
る
ご
遺
族
の
中
に
は

未
遂
者
が
驚
く
ほ
ど
多
い
。
遺
族
は
自

責
の
念
に
苛
ま
れ
て
い
る
。
遺
族
が
生

き
や
す
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
、
遺
族

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
自
殺
予
防
に

つ
な
が
る
」
と
訴
え
か
け
た
。

　

山
口
氏
は
「
自
殺
〝
予
防
〟
と
い
う

と
な
ぜ
か
自
死
し
た
自
分
の
父

親
の
亡
く
な
り
方
が
否
定
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
悔
し
さ
感
じ
る

が
、
そ
う
い
っ
た
苦
し
み
も
遺

族
に
は
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
一

面
も
き
ち
ん
と
踏
ま
え
た
上
で

の
取
り
組
み
が
必
要
」
と
述
べ

た
。

 

　
　
　
　
　

◇

　

町
永
氏
の
「
山
口
氏
は
当

初
は
〝
自
分
の
気
持
ち
な
ん

か
わ
か
り
っ
こ
な
い
〟
と
い

う
殻
の
中
に
い
た
と
い
う
。

そ
の
気
持
ち
は
自
殺
を
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
人
の
も
の

と
同
質
で
は
。
ど
う
し
た
ら
人
と
の
つ

な
が
り
に
も
っ
て
い
け
る
か
。
そ
れ
は

や
は
り
〝
語
り
〟
で
し
ょ
う
か
」
と
い

う
問
い
か
け
に
対
し
て
西
原
氏
は
「
本

当
に
語
り
で
す
。
そ
れ
に
は
〝
聞
く
人
〟

が
必
要
。
無
条
件
無
批
判
に
そ
の
人
の

気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
必
死
に
な
っ
て

聞
く
。
そ
の
人
を
解
ろ
う
と
す
る
努
力

し
か
な
い
。
〝
あ
な
た
の
気
持
ち
は
わ

か
っ
た
〟
と
い
う
の
は
嘘
だ

と
思
う
。
わ
か
ろ
う
と
す
る
、

近
づ
い
て
い
く
、
そ
う
い
う

こ
と
が
一
人
一
人
で
き
て
き

た
ら
住
み
良
い
社
会
が
実
現

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
答
え
た
。

　

清
水
氏
が
こ
れ
を
引
き
継

ぎ
、
「
遺
族
の
方
は
大
切
な
人

を
亡
く
し
た
痛
み
に
加
え
、

社
会
か
ら
の
誤
解
や
偏
見
に
よ

る
圧
力
に
よ
っ
て
二
重
の
痛
み

を
抱
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
し
た
方
た
ち
が
安
心

し
て
痛
み
や
哀
し
み
を
さ
ら
け

出
せ
る
社
会
と
は
、
生
き
る
こ

と
に
よ
っ
て
必
然
的
に
痛
み
を

抱
え
る
遺
族
以
外
の
人
に
と
っ

て
も
住
み
や
す
い
社
会
と
な
る

だ
ろ
う
。
社
会
全
体
が
急
に
そ

の
よ
う
に
変
わ
る
こ
と
は
無
理

だ
が
、
小
さ
な
範
囲
で
安
心
し
て
吐
き

出
せ
る
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
、
い
ず
れ
大
き
な
変
化
を
生
み
だ
す

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
提
言
。

　

柴
田
氏
も
「
生
き
や
す
い
社
会
を
つ

く
る
と
い
う
の
は
〝
共
生
社
会
政
策
〟

に
つ
な
が
る
。
内
閣
府
で
も
自
殺
対
策

の
ほ
か
に
犯
罪
被
害
者
や
青
少
年
の
引

き
こ
も
り
の
問
題
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
共
通
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
よ

う
に
思
う
。
と
い
う
の
は
一
つ
は
相
談

し
に
く
く
、
表
に
出
に
く
い
こ
と
。
も

う
一
つ
は
分
か
ち
合
う
こ
と
に
よ
り
次

に
進
め
る
と
い
う
要
素
が
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
各
行
政
の
担
当
者
は
民
間
の

声
を
よ
く
聞
き
、
生
き
や
す
い
社
会
づ

く
り
に
向
け
て
進
ん
で
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
と
示
唆
。

　

官
民
を
超
え
て
の
議
論
は
４
時
間
あ

ま
り
に
及
ん
だ
。
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全
国
自
死
遺
族
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立

　
　

当
事
者
の
立
場
に
立
っ
た
「
つ
な
ぎ
役
に
」

　「自死遺族支援キャラバンの全国開催を支援してほしい」

と、日本財団に数千万円規模の資金提供の直談判に清水代

表が訪れたのが自殺対策基本法成立の直前の 2006 年５月。

１年間で全国 47 都道府県をキャラバンするという。清水

代表の熱い心と緻密な計画に全面的な支援を約束したもの

の、スタッフ数人の NPO に果たしてできるのか半信半疑で

あった。結果はあっぱれ、ご存じのとおりである。このエ

ネルギーがあれば自殺対策は近年中に数字の上でも改善で

きると確信し、今後もバックアップしていく所存である。

 9 か月間で全都道府県開催を実現したパワーに脱

帽です。遺族の方が辛い出来事を語る姿と内容に衝

撃を受けました。遺族支援団体が自殺を「語ること

ができる死」に変えたことが、政治や行政を揺り動

かす原動力になったと思います。電話相談や遺族支

援に取り組む民間団体の取り組みは、行政の限界を

映すものであり、行政との協働が不可欠であると確

信しました。

　全国を疾風のように駆けめぐったキャラバンを支え

たのは多くの自死遺族のメンバーだ。

　「『死にたい』のではなかった。『生きたい』が叶わな

かった」。絶望の中から、その遺志を受け継ぐ力を引き

寄せた遺族の人たち。今、地域が社会がその歩みに合

流しようとしている。

　キャラバンは終わらない。そう、フィナーレのキー

ワードは「やれることはいっぱいある」だった。

　2007 年 4 月からライフリンクの活動に関わり、7

月 1日の東京をはじめ、数多くの会場に参加させて

もらいました。実際に各地域の方々とお会いする中

で、それぞれの意識や取り組み状況の違いなどを肌

で感じました。また、各会場で声をおかけいただい

たご遺族たちもたくさんいらっしゃいました。キャ

ラバンを通してつながった方々、ひとりひとりの想

いに感謝するとともに、各地域の取り組みがさらに

発展することを願います。

三浦一郎（日本財団常務理事）

山口和浩（NPO 法人　自死遺族支援ネットワークＲｅ）

町永俊雄（ＮＨＫ）

柴田雅人（内閣府審議官）

 舞台裏から

　

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

迎
え
た
が
、
自
死
遺
族
支
援
の
活
動
は

こ
れ
で
終
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

継
続
と
、
全
国
的
な
底
上
げ
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
全
国
自
死
遺
族
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立
集
会
が
08
年
１

月
14
日
、
東
京
赤
坂
の
日
本
財
団
で
開

か
れ
た
。
幹
事
は
杉
本
脩
子
（
代
表
幹

事
）
、
西
原
由
記
子(

東
京
自
殺
防
止

セ
ン
タ
ー)

、
西
田
正
弘(

あ
し
な
が

育
英
会)

 

、
清
水
康
之(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ラ
イ
フ
リ
ン
ク)

の
各
氏
。

　

行
政
に
よ
る
遺
族
支
援
の
遅
れ
が
目

立
つ
中
、
い
ず
れ
も
自
殺
対
策
の
「
現

場
」
と
し
て
、
す
で
に
活
動
し
て
い
る

支
援
団
体
や
、
個
人
の
つ
な
ぎ
役
に
対

し
、
実
務
的
な
支
援
を
行
う
組
織
設
立

の
必
要
性
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
を
発
足

る
運
び
と
な
っ
た
。

　

自
死
に
よ
り
大
切
な
人
を
失
っ
た
遺

族
は
、
衝
撃
や
悲
し
み
、
自
責
の
念
な

ど
の
心
的
ス
ト
レ
ス
だ
け
で
な
く
、
残

さ
れ
た
負
債
な
ど
法
的
・
経
済
的
な
負

担
を
背
負
わ
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
。
さ
ら
に
は
社
会
的
無
理
解
、
偏
見

な
ど
か
ら
安
心
し
て
悲
嘆
を
吐
き
出
せ

な
い
遺
族
も
多
く
、
孤
立
を
深
め
る

ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。
そ
の
よ
う
な
遺
族

が
、
必
要
か
つ
適
切
な
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
死
別
の
痛
み
か
ら
回
復
し
、
そ

の
人
ら
し
い
生
き
方
を
再
構
築
で
き
る

よ
う
に
「
官
と
民
」
、
「
心
理
的
支
援
と

法
的
支
援
」
、
「
自
死
遺
族
個
々
人
と
地

域
社
会
」
な
ど
こ
れ
ま
で
分
断
さ
れ
て

き
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
当
事
者
の
立

場
に
立
っ
て
、
有
機
的
に
つ
な
ぎ
直
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

主
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
①
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
や
、

「
自
死
遺
族
の
つ
ど
い
」
の
設
立
や
運

営
な
ど｢

学
び
あ
い｣

に
対
す
る
支
援

②
地
域
に
お
け
る
自
死
遺
族
総
合
支
援

に
対
す
る
助
言
や
実
務
的
サ
ポ
ー
ト

(

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援)

③
自
殺

に
対
す
る
誤
解
や
偏
見
の
払
拭
を
目
的

と
し
た
本
の
出
版
、
実
態
調
査
な
ど
。

　

総
合
的
・
全
国
的
展
開
を
目
指
し
、

４
月
か
ら
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と

し
て
組
織
体
制
を
再
編
成
し
、
さ
ら
な

る
支
援
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

　
を
終
え
て
・
・
・

 会場から

・
助
け
を
必
要
と
し
て

い
る
人
、
助
け
る
術
を

持
っ
て
い
る
人
が
、
ま

だ
ま
だ
つ
な
が
り
合
っ

て
な
い
ん
だ
な
と
感
じ

た
。 

　
　

(

ご
遺
族)

 

・
家
族
が
自
死
し
た
か
ら
と

内
向
的
に
な
ら
ず
、
前
を
向
い

て
歩
い
て
い
く
勇
気
を
持
っ
て

よ
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
ご
遺
族
）

・
自
殺
は
止
め
ら
れ
る
も
の
と
そ
う

で
な
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
「
止
め
ら
れ
る
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
見
る
と
違
和
感
を
持
っ
て
し
ま

い
ま
す
。 　
　
　
　
　

 

（
ご
遺
族)

・
こ
の
よ
う
な
苦
し
み
を
放
置
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
、
全
く
信
じ
ら
れ
な

い
。
そ
れ
を
人
々
が
つ
な
が
っ
て
動

い
た
こ
と
が
本
当
に
す
ご
い
こ
と
だ

と
思
う
。 　
　
　
　
　
　

（
ご
遺
族
）

・
小
学
生
、
中
学
生
の
遺
児
た
ち
は

分
か
ち
合
え
る
場
所
が
な
い
。
小
さ

い
子
供
の
分
か
ち
合
い
の
場
所
が
必

要
で
は
な
い
か
と
思
う
。
（
ご
遺
族
）

・
行
政
が
で
き
る
こ
と
、
や
る
べ
き

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
行
政
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
支
援
者
的
発
言
は
さ
び
し
く

思
っ
た
。　
　
　
　
　

 
 
(

ご
遺
族
）

・
専
門
家
と
し
て
、
自
死
遺
族
の
ケ
ア

に
関
し
て
、
ほ
と
ん
ど
何
も
で
き
て
い

な
い
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。　
　

　
　
　
　
　

 
 

　
　
　
　
　
　

（
行
政
）

・
い
ま
ま
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
の

み
で
続
け
ら
れ
て
き
た
活
動
に
、
や
っ

と
光
が
当
た
っ
た
か
な
と
思
っ
た
。
本

当
に
「
た
ま
し
い
」
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
民
間
団
体
）

・
遺
族
と
行
政
・
精
神
科
医
と
の
ハ
ザ

マ
を
感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　

（
行
政
）

・
こ
れ
ま
で
大
阪
の
自
殺
防
止
セ
ン

タ
ー
で
５
年
ほ
ど
ビ
フ
レ
ン
ダ
ー
と
し

て
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
も
う
少
し

視
野
を
広
げ
た
活
動
や
連
携
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
今
日
の
場
で

し
た
。　
　
　
　
　
　
　

（
民
間
団
体
）

・
医
療
関
係
者
と
し
て
も
、
一
個
人
と

し
て
も
で
き
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
る

こ
と
を
気
づ
き
ま
し
た
。
（
医
療
関
係
）



き
っ
か
け
で
「
自
殺
対
策
を
考
え
る
議

員
有
志
の
会
」
の
再
結
成
が
実
現
し
た

こ
と
。
「
自
殺
実
態
白
書
２
０
０
８
」

を
自
殺
対
策
担
当
大
臣
に
提
出
し
た
こ

と
を
奥
様
に
報
告
を
し
た
ら
、
そ
の
日

が
山
本
さ
ん
の
誕
生
日
で
あ
っ
た
こ

と
。
「
山
本
孝
史
の
記
録
」
が
事
務
所

に
届
け
ら
れ
た
そ
の
日
に
、
急
き
ょ
自

殺
対
策
の
こ
と
で
メ
デ
ィ
ア
に
生
出
演

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
こ
と
、
な
ど
。

　

律
儀
な
山
本
さ
ん
の
こ
と
で
す
か

ら
、
き
っ
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
て
、「
天

か
ら
見
守
っ
て
い
る
よ
」
と
い
う
サ
イ

ン
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
そ
の
粋
な
計
ら
い
に
感
謝
し

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
山
本
さ
ん
に
恥
ず

か
し
く
な
い
よ
う
に
「
生
き
心
地
の
よ

い
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
自
殺
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

自
殺
対
策
を
考
え
る
議
員
有
志
の
会

事
務
局
長　

柳
澤
光
美
議
員

　

２
０
０
４
年
7
月
に
初
当
選
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
希
望
を
し
て
い
た
「
厚

生
労
働
委
員
会
」
に
所
属
。
そ
の
時

の
民
主
党
の
筆
頭
理
事
が
山
本
孝
史

先
生
、
そ
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
尾

辻
先
生
で
し
た
。

 

当
時
は
介
護
保
険
法
の
改
正
を
め

ぐ
っ
て
与
野
党
は
正
面
か
ら
対
立
。

新
人
の
私
に
と
っ
て
、
臆
す
る
こ
と

な
く
自
分
の
考
え
を
主
張
す
る
山
本

先
生
の
背
中
は
大
き
く
、
遠
い
存
在

で
し
た
。 

 

 
 

「
国
の
最
大
の
使
命
は
、
国
民
の

命
を
守
る
こ
と
！
」と
考
え
る
私
は
、

山
本
先
生
の
主
宰
す
る
自
殺
対
策
の

勉
強
会
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た

り
組
ま
れ
、
そ
の
真
摯
な
姿
勢
に
よ
っ

て
多
く
の
人
の
心
を
突
き
動
か
し
、
そ

の
結
果
、
法
案
ま
で
成
立
さ
せ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
、
法
案
は
成
立
し
た
も
の

の
、
ま
だ
ま
だ
問
題
は
残
っ
て
お
り
ま

す
。
同
志
の
ひ
と
り
と
し
て
、
立
法
者

の
責
任
と
し
て
、
山
本
先
生
の
ご
遺
志

を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
天
国
に
お
ら
れ
る
山
本

自
殺
対
策
を
考
え
る
議
員
有
志
の
会 

会
長　

尾
辻
秀
久
議
員

　

故
山
本
孝
史
先
生
を
語
る
と
き
、

何
よ
り
も
「
私
の
参
議
院
議
員
生
活

の
中
で
か
け
が
え
の
な
い
同
志
で
あ

る
」
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ

そ
、
一
昨
年
の
参
議
院
本
会
議
の
場

で
哀
悼
演
説
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

 

大
切
な
同
志
、
友
人
を
失
っ
た
寂

し
さ
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
今
も
っ
て
私
の
心
に
は

山
本
先
生
が
そ
の
ま
ま
同
志
と
し
て

生
き
て
お
り
ま
す
。
熱
意
あ
る
先
生

に
突
き
動
か
さ
れ
、
一
緒
に
働
け
た

こ
と
が
一
生
の
誇
り
で
も
あ
り
ま

す
。
先
生
は
、
真
正
面
か
ら
が
ん
対

策
・
自
殺
対
策
と
い
っ
た
、
や
や
も

す
る
と
日
の
当
た
ら
な
い
部
分
に
取

先
生
に
叱
ら
れ
な
い

よ
う
、
「
一
所
懸
命
」

を
肝
に
銘
じ
、　

国

政
に
あ
た
っ
て
参
り

ま
す
。

山
本
ゆ
き

　

「
私
、
山
本
孝
史
は
、
今
度
の
選
挙

〝
勇
気
を
も
っ
て
〟
が
ん
と
と
も
に
生

き
な
が
ら
ま
だ
こ
ん
な
に
元
気
に
い
ろ

ん
な
仕
事
が
で
き
る
よ
と
、
立
候
補
し

ま
し
た
」

　

07
年
７
月
の
三
軒
茶
屋
駅
前
。
痩
せ

て
は
い
る
も
の
の
「
い
の
ち
を
大
切
に

す
る
政
治
」
を
訴
え
る
山
本
の
目
に
は

力
が
あ
り
声
に
は
張
り
が
あ
り
ま
し

た
。
山
本
が
、
あ
し
な
が
育
英
会
の
自

死
遺
児
た
ち
が
〝
勇
気
を
も
っ
て
〟
親

の
自
死
を
語
っ
た
小
冊
子
「
自
殺
っ
て

い
え
な
い
」
を
手
に
、
自
殺
は
社
会
全

体
の
問
題
で
あ
り
、
関
係
省
庁
が
一
丸

と
な
っ
て
対
策
に
取
り
組
む
よ
う
訴
え

た
の
は
01
年
の
こ
と
で
し
た
。
思
い
は

尾
辻
秀
久
先
生
や
武
見
敬
三
先
生
に
共

有
さ
れ
、
06
年
６
月
に
自
殺
対
策
基
本

法
が
成
立
し
ま
す
。
共
に
汗
し
た
清
水

康
之
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
代
表
は
「
こ
の
法

律
を
使
い
倒
す
」と
言
い
、
多
く
の
方
々

が
そ
の
後
こ
の
法
律
を
足
掛
か
り
に
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
日
夜
、
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
全
国

の
皆
さ
ー
ん
、
僕
は
い
つ
で
も
応
援
し

て
い
ま
す
よ
！
」
山
本
は
今
も
天
国
か

ら
エ
ー
ル
の
旗
を
振
っ
て
い
る
に
ち
が

い
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ
フ
リ
ン
ク 

　

代
表　

清
水
康
之

 

霊
的
な
も
の
の
存
在
に
、
私
は
基
本

的
に
は
懐
疑
的
な
の
で
す
が
、
自
殺
対

策
の
推
進
に
お
い
て
は
、
山
本
さ
ん
の

存
在
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
時
が

幾
度
と
な
く
あ
る
の
で
す
。

　

議
員
宿
舎
に
弔
問
に
お
伺
い
し
た
と

き
偶
然
尾
辻
会
長
と
再
会
し
、
そ
れ
が

合
対
策
の
緊
急
か
つ
効
果
的
な
推
進
を

求
め
る
決
議
」
か
ら
「
自
殺
対
策
基
本

法
」
制
定
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ

の
経
験
こ
そ
が
、
今
で
も
私
の
議
員
活

動
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
自

殺
対
策
を
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
位
置

付
け
る
こ
と
で
、
山
本
先
生
に
応
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

だ
い
た
こ
と
を
機

に
、
山
本
先
生
の
「
人

の
命
」
に
対
す
る
強

い
想
い
と
信
念
に
感

銘
を
受
け
、
惹
か
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
情
熱
は
与

野
党
の
壁
を
超
え
、

「
自
殺
に
関
す
る
総
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自
殺
対
策
基
本

法
の
立
法
の
た
め

06
年
に
超
党
派
で

結
成
さ
れ
た
「
自

殺
対
策
を
考
え
る

議
員
有
志
の
会
」

が
、
08
年
7
月
再

結
成
さ
れ
た
。
09

年
に
向
け
て
自
殺

者
が
急
増
す
る
恐

れ
の
あ
る
こ
と
か

ら
、
同
年
12
月
25

日
、
参
議
院
議
員

会
館
第
一
会
議
室

で
「
自
殺
者
急
増

の
危
機
に
立
ち
向

か
う
」
と
題
し
た

緊
急
集
会
を
開
い

た
。

参
加
者
は
国
会
議

員
、
自
殺
対
策
関

係
者
な
ど
１
４
０

人
を
超
え
た
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

      

　
　自

殺
対
策
を
考
え
る
議
員
有
志
の
会
メ
ン
バ
ー

(

自
由
民
主
党
）
尾
辻
秀
久
氏
【
会
長
】           

　
　
　
　
　
　

 

西
島
英
利
氏

　
　
　
　
　

 

　

石
井
み
ど
り
氏

(

民
主
党)

　
　

柳
澤
光
美
氏

　
　
　
　
　
　

 

谷
博
之
氏

　
　
　
　
　
　

 

島
田
ち
や
こ
氏　
　

 

(

公
明
党)

　
　

木
庭
健
太
郎
氏

(

共
産
党)

　

 
 

小
池
晃
氏　
　

(

社
民
党)

 
 

　

福
島
み
ず
ほ
氏　

「議員有志の会」再結成

自殺者急増の危機に緊急集会開く

追 悼

　自殺対策基本法の成
立のため尽力された民
主党参議院議員・山本
孝史氏が、2007 年 12
月 22 日逝去されまし
た（享年 58歳）。
　ご冥福を心よりお祈
り申し上げます。
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石
倉
紘
子
さ
ん
（
64
）
の
夫
（
当

時
42
歳
）
は
、
職
場
の
人
間
関
係
な

ど
を
機
に
精
神
的
に
追
い
込
ま
れ
85

年
４
月
、
命
を
絶
っ
た
。
「
な
ぜ
、

ど
う
し
て
」
。
夫
を
救
え
な
か
っ
た

自
分
と
自
分
を
お
い
て
逝
っ
た
夫
を

責
め
、
酒
に
お
ぼ
れ
、
自
殺
未

遂
も
2
回
、
経
験
し
た
。
そ
の

後
、
95
年
の
阪
神
大
震
災
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
。
夫

の
死
を
無
駄
に
し
た
く
な
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
、
遺
族
ケ

ア
を
始
め
た
。

　

「
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
絡
ん
だ
社
会
的
な
問
題
。

遺
族
や
知
人
ら
に
深
い
悲
し
み

を
残
し
、
深
刻
な
影
響
を
与
え

る
」
と
自
ら
の
体
験
を
踏
ま
え

語
る
石
倉
さ
ん
。
「
自
殺
防
止

は
周
囲
の
理
解
が
大
切
で
、
一

人
一
人
が
何
が
で
き
る
か
を
考

え
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。

　

（
玉
木
達
也
、
毎
日
新
聞
関

西
、
08
年
9
月
12
日
夕
刊
書
評

よ
り
抜
粋
）

　
　
　
　
　
　

◇

　

『
自
殺
で
家
族
を
亡
く

し
て　

私
た
ち
遺
族
の
物

語
』
は
、
08
年
9
月
、
三

省
堂
か
ら
発
行
さ
れ
た
。

3
章
構
成
で
、
1
章
は
「
遺

さ
れ
て
‥
‥
自
死
遺
族
の

物
語
」
。
夫
・
妻
、
息
子
・

娘
、
父
・
母
を
亡
く
し
た

遺
族
18
人
の
手
記
が
ま
と

め
ら
れ
た
。
2
章
は
「
支

援
者
か
ら
同
行
者
へ　

と

も
に
歩
む
途
上
に
て
」
と

遺族と 「同行者」 の物語
題
し
、
自
死
遺
族
の
集
い
な
ど
支
援
団

体
、
弁
護
士
ら
か
ら
、
と
も
に
歩
む
思

い
を
掲
載
。
3
章
は
「
自
殺
対
策
と
い

う
〈
生
き
る
支
援
〉
を
社
会
で
、
皆
で
」

と
題
し
、
あ
し
な
が
育
英
会
や
ラ
イ
フ

リ
ン
ク
な
ど
、
自
殺
対
策
に
取
り
組
む

市
民
団
体
代
表
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
巻
末
に
は
資
料
「
生
き
る
支

援
の
つ
な
が
り
」
と
し
て
、
全
国
各
地

で
自
殺
対
策
・
自
死
遺
族
支
援
を
行
っ

て
い
る
団
体
の
連
絡
先
、
お
よ
び
活
動

内
容
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ラ
イ
フ
リ
ン
ク
を
２
０
０
４
年
10

月
に
立
ち
上
げ
た
時
か
ら
、
一
刻
も

早
く
解
散
（
発
展
的
解
消
と
い
う
意

味
で
の
）
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
会
の
目
標
と
し
て
き
た
。
た
だ
当

初
は
3
年
で
区
切
り
を
つ
け
よ
う
と

思
っ
て
い
た
活
動
が
、
も
う
す
ぐ
満

5
年
を
迎
え
る
。

　

私
た
ち
の
最
大
の
使
命
は
、
「
自

殺
対
策
を
自
律
的
な
安
定
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
」
。
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
の
活

動
が
続
い
て
い
る
の
は
、
つ
ま
り
日

本
の
自
殺
対
策
が
未
だ
安
定
軌
道
に

乗
っ
て
い
な
い
こ
と
の
裏
返
し
で
も

あ
る
。
3
年
間
で
何
と
か
し
た
い
、

何
と
か
し
な
け
れ
ば
、
と
思
っ
て
い

た
の
だ
が
、
そ
れ
が
叶
わ
ず
一
年
ま

た
一
年
と
延
長
し
、
今
年
度
も
ま
た

活
動
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
何

と
も
忸
怩
た
る
思
い
で
あ
る
。

　

私
の
、
社
会
に
対
す
る
「
読
み
」

が
甘
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
社
会
問
題
の
解
決
に
直
接
的
に

関
わ
る
ま
で
私
は
、
社
会
と
い
う
の

は
も
っ
と
合
理
的
に
機
能
し
て
い
る

も
の
と
思
っ
て
い
た
。
社
会
的
な
問
題

に
対
し
て
は
然
る
べ
き
手
当
て
が
な
さ

れ
、
や
が
て
問
題
は
縮
小
し
て
い
く
。

そ
し
て
ま
た
新
た
な
問
題
が
起
き
れ

ば
、
そ
れ
に
対
し
て
最
善
の
手
当
て
が

な
さ
れ
て
い
く
。
そ
ん
な
こ
と
当
然
だ

と
思
っ
て
い
た
。

「
発
展
的
解
散
」
目
指
し
て

年度挨拶
　

し
か
し
、
現
実
は
違
っ
た
。
先
日
も

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
内
閣
府
の
自

殺
対
策
推
進
会
議
で
の
こ
と
。
あ
る
民

間
委
員
が
、
職
域
と
地
域
の
連
携
が
課

題
で
は
な
い
か
と
発
言
し
た
。
私
は
、

厚
労
省
が
今
年
度
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
「
心
の
悩
み
メ
ー
ル
相
談
」
を
始
め

る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
厚
労
省
の
担

当
者
が
そ
の
報
告
を
す
る
か
と
思
っ
て

い
た
が
何
も
な
か
っ
た
。
不
思
議
に
思

い
、
会
議
終
了
後
に
な
ぜ
か
と
尋
ね
る

と
、
「
質
問
さ
れ
て
な
い
こ
と
を
言
う

必
要
は
な
い
で
す
か
ら
」
と
の
返
事
。

　

「
政
府
一
体
」
「
官
民
連
携
」
「
総
合

対
策
」
な
ど
の
言
葉
は
、
い
ま
の
自
殺

対
策
に
お
い
て
は
掛
け
声
で
し
か
な

い
。
重
要
な
情
報
の
共
有
す
ら
ま
ま
な

ら
ず
、
「
い
の
ち
」
を
支
え
る
た
め
に

最
善
を
尽
く
す
こ
と
よ
り
も
、
省
庁
間

の
利
害
調
整
や
見
栄
、
己
の
研
究
成
果

な
ど
の
方
が
優
先
さ
れ
て
い
る
。
「
自

殺
戦
争
」
と
冒
頭
で
書
い
た
が
、
敵
は

一
体
ど
こ
に
い
る
の
か
と
時
々
疑
い
た

く
な
る
。

　

社
会
の
化
け
の
皮
が
剥
が
れ
落
ち
、

問
題
の
本
質
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
時

代
。
せ
め
て
い
ま
を
そ
う
捉
え
、
抜
本

的
な
対
策
に
切
り
込
む
チ
ャ
ン
ス
と
し

よ
う
。
様
々
な
分
野
や
組
織
で
、
確
実

に
増
え
続
け
て
い
る
仲
間
た
ち
と
共

に
、
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
は
今
年
度
も
解
散

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
代
表    

清
水
康
之

今
年
度
の
主
な
事
業

　

ラ
イ
フ
リ
ン
ク
は
、
事
業
推
進
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
日
本
財
団
や
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・

エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
社
会
貢
献
委
員
会

の
支
援
を
受
け
て
、
今
年
度
も
様
々
な
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
自
殺
総
合
対
策
へ
の
提
言

　

１
０
０
０
人
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

　

た
自
殺
実
態
を
基
に
し
て
、
現
場
本
位

　

の
自
殺
総
合
対
策
を
立
案
し
ま
す
。

▼
自
殺
対
策
の
都
市
型
モ
デ
ル
作
り

　

足
立
区
な
ど
と
連
携
し
て
、
実
践
的
な
地

　

域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
通
し
て
、
全

　

国
に
先
駆
け
た
対
策
モ
デ
ル
を
作
り
ま
す
。

▼
「
生
き
る
支
援
の
総
合
検
索
サ
イ
ト
～
ラ

　

イ
フ
リ
ン
ク
DB
」
の
拡
充

　

全
国
に
散
在
し
て
い
る
様
々
な
相
談
窓
口

　

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
当
事
者
に
と
っ

　

て
使
い
勝
手
の
良
い
相
談
窓
口
の
ポ
ー
タ

　

ル
サ
イ
ト
を
目
指
し
ま
す
。

　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
l
i
f
e
l
i
n
k
-
d
b
.
o
r
g
/

▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
開
催

　

９
月
６
日
に
、
今
年
で
５
回
目
と
な
る
「
Ｗ

　

Ｈ
Ｏ
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ

　

ム
を
開
催
し
ま
す
。
登
壇
者
は
、
姜
尚
中

　

さ
ん
（
東
大
大
学
院
教
授
）
、
宮
台
真
司
さ

　

ん
（
首
都
大
学
東
京
教
授
）
、
町
永
俊
雄
さ

　

ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー
）
、
他
。
場
所
は
、

　

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
。
７
月
半
ば
か
ら
、　

　

ラ
イ
フ
リ
ン
ク
の
Ｈ
Ｐ
上
で
申
し
込
み
の

　

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。


